
第６２回全国聾学校陸上競技大会  実施要項 

 

１ 目 的 全国における聴覚障害教育を行う特別支援学校の体育を振興し、生徒の体力の向上を図るとともに、

スポーツを通じ明朗な性格と協調精神を養い、あわせて学校相互の交流を深める。 

２ 期   日 令和７年９月２６日（金）・９月２７日（土）・９月２８日（日） 

３ 会 場 ＪＩＴリサイクルインクスタジアム（旧小瀬スポーツ公園陸上競技場） 

〒400-0836 山梨県甲府市小瀬町840 

４ 主 催 全国聾学校体育連盟 

５ 共 催 社会福祉法人全国心身障害児福祉財団  全国ろう学校ＰＴＡ連合会 

６ 後 援    文部科学省  公益財団法人日本陸上競技連盟 

  一般社団法人日本デフ陸上競技協会   全国聾学校長会  全国聾学校体育賞会 

関東地区聾学校長会  山梨県  山梨県教育委員会  一般財団法人山梨陸上競技協会 

山梨県高等学校体育連盟  松本徽章株式会社 

７ 主管連盟 関東地区聾学校体育連盟 

８ 主管協力校 山梨県立ろう学校 

９ 競技運営協力 一般財団法人山梨陸上競技協会 

10 競技種目 ●一部男子 100m 200m 400m 800m 1500m 5000m 4×100R 
走幅跳 走高跳 三段跳 砲丸投 やり投 

●一部女子 100m 200m 400m 800m 1500m 3000m 4×100R 
走幅跳 走高跳 砲丸投 やり投 

○二部男子  100m 200m 400m 800m 1500m 5000m 
走幅跳 走高跳 三段跳 砲丸投 やり投 

○二部女子 100m 200m 400m 800m 1500m 3000m  
走幅跳 走高跳 砲丸投 やり投 

※ 中学部生徒が参加できる種目 
男女共：100m 200m 800m 1500m 4×100m 走高跳 走幅跳、男子のみ：400m 

11 競技方法 ●一部 ①学校対抗とする。 

②男女別に合計得点によって学校順位を決定する。 

③得点（各種目の決勝順位）は1位8点・2位7点･･･8位1点とする。 

④同得点の場合は、上位入賞者の多い学校を上位とする。 

○二部 ①個人選手権とする。 

12 競技規定 2025年度公益財団法人日本陸上競技連盟競技規則及び本大会申し合わせ事項による。 

13 アスリートビブス 本大会事務局が準備する。 

14 参加資格 全国聾学校体育連盟大会運営細則第6条による登録をすませた生徒 

●一部 ア 聾学校中学部および高等部本科に在籍が3年以内の生徒で、令和7年4月2日現在

で満12歳～19 歳未満である生徒とする。 

○二部 ア 専攻科在籍の生徒 

             イ 本科在籍であっても、一部アの条件に欠ける生徒。 

15 参加方法  ●一部 1校1種目3名以内、1名2種目以内。（但し、リレーを除く） 

○二部 1校1種目への参加制限なし。1名3種目以内とする。 

 

 

 



16 参加申込 （１）方法 

         ①「エントリーマニュアル」に従い、ＷＥＢ登録により参加種目のエントリーをする。エント

リーシートの「申込一覧表」をＰＤＦファイルにし所属地区の常務理事にメール送信する。 

         ②参加申込様式【様式１～様式４】を記入し、所属地区の常務理事にメール送信する。 

③参加料を大会口座に振り込む。 

       （２）申込先および振込先口座 

①山梨陸上競技協会のシステムに登録。「申込一覧表」は所属地区常務理事（メール送信）。 

②参加校の所属地区常務理事（メール送信）。 

③大会口座は「大会実施要項」および「参加料納入書【様式２】」参照。 

（３）締切期日 

         ①～③すべて 令和 ７年 ７月２８日（月） 

17 参 加 料   参加料1名4,000円 リレー１チーム4,000円 参加料は、下記大会口座へ振り込むこと。 

         （大会口座） 金融機関名：埼玉りそな銀行  支店名：坂戸支店（３９８） 

預金種目：普通預金   口座番号：５６７２５８７ 

名義：第６２回全国聾学校陸上競技大会実行委員会会長 桑原智子 

18 表  彰  （１）総  合(男女別) 優勝校に優勝旗･賞状･優勝杯、準優勝校に賞状と準優勝杯、 

3位～6位校には賞状を授与する。 

（２）一部個人(男女別) 1位～3位入賞者に賞状･メダルを授与する。 

但し、競技参加者（招集時）3名以内の場合には、1位のみ表彰する。 

4位～8位入賞者に賞状を授与する。 

但し、4位～8位表彰は競技参加者（招集時）9名以上の場合のみとする。 

（３）二部個人(男女別) 1位～3位入賞者に賞状･メダルを授与する。 

但し、競技参加者（招集時）3名以内の場合には、1位のみ表彰する。 

19 日  程  １日目  前日練習 

２日目  開会式、監督会議、競技第1日目 

３日目  競技第2日目、閉会式 

20 プログラム編成会議 

・日時  令和７年 ８月１８日（月）１０時００分～１２時００分 

・会場  ＪＩＴリサイクルインクスタジアム 会議室 

21 監督会議 

・日時  令和７年 ９月２７日（土） ９時１５分～ ９時４５分 

・会場  ＪＩＴリサイクルインクスタジアム 会議室 

22 競技上の注意事項 

・スパイクのピンは、トラック・フィールドともに 9mm 以内のピンを使用する。ただし、走高

跳とやり投は、12mm以内とする。 

・三段跳は、踏切板から砂場までの距離は、8ｍと10ｍとする。 

23 その他   ・個人情報の取扱いについて、「第62回全国聾学校陸上競技大会における個人情報及び肖像権に

関わる取扱について」による。なお、これに関わる申請書においては、参加申込時に大会事務

局へ提出する。 


